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平
成
二
十
二
年
度
の
宮
城
県
芸
術
協
会
総
会
は
五
月
二
十
二
日
午
後

二
時
四
十
分
か
ら
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
（
青
葉
区
）
の
七
階
ス

タ
ジ
オ
シ
ア
タ
ー
で
開
か
れ
、
二
十
一
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
を
提
案
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
公
益
法
人
化
へ
の
移
行
に
つ
い
て
小
山
喜
三
郎
理
事

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
二
年
任
期
の
役
員
人
事
は
小
山
理
事
長
の
三

選
が
決
ま
っ
た
。
総
会
前
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
約
一
時
間
、
河
北

新
報
社
社
長
一
力
雅
彦
氏
に
よ
る
「
東
北
新
時
代
」
と
題
す
る
記
念
講

演
が
あ
っ
た
。

（
3
～
5
面
に
二
十
一
年
度
の
事
業
概
要
・
収
支
決
算
、
二
十
二
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
、
２
面
に
講
演
要
旨
を
掲
載
）

　

総
会
開
会
の
前
に
、
事
務
局
か

ら
会
員
総
数
二
千
三
百
三
十
人
、

う
ち
百
二
十
二
人
が
出
席
、
委
任

状
提
出
が
千
百
九
十
二
人
（
計
千

三
百
十
四
人
）
で
、
総
会
が
成
立

す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

司
会
を
雫
石
隆
子
理
事
が
担
当

し
、
議
長
に
朴
澤
一
草
理
事
、
議

事
録
署
名
人
に
前
原
正
治
（
文

芸
）、
菅
原
宗
玉
（
茶
道
）
の
両

会
員
を
選
出
。
議
案
の
二
十
一

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、

二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ

び
収
支
予
算
案
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当

常
任
理
事
か
ら
提
案
の
説
明
が
あ

り
満
場
一
致
で
承
認
、
可
決
さ
れ

た
。

　

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ

い
て
小
山
理
事
長
か
ら
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
見
通
し
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
公
益
法
人
改
革

の
ポ
イ
ン
ト
と
芸
協
の
取
り
組
み

や
方
向
性
、
移
行
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
移
行
す
る
場

合
は
二
十
四
年
度
総
会
後
ま
で
を

四
段
階
に
分
け
作
業
を
進
め
る
と

説
明
し
た
。
芸
協
存
在
の
基
本
に

か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
総
会
資

料
の
趣
旨
説
明
部
分
を
別
刷
り
で

全
会
員
に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
後
総
会
を
い
っ
た
ん
休
憩

し
、
そ
の
間
に
新
理
事
に
よ
る
理

事
会
を
開
催
。
理
事
長
に
小
山
喜

三
郎
氏
、
副
理
事
長
に
高
橋
通
子

氏
と
早
坂
貞
彦
氏
を
互
選
、
総
会

に
報
告
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
定
期
総
会

で
承
認
さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
。

（
○
印
は
新
任
）

　

▽
理
事
長
＝
小
山
喜
三
郎
▽
副

理
事
長
＝
高
橋
通
子
、
早
坂
貞
彦

▽
常
任
理
事
＝
髙
橋
威
仙
、
雫
石

隆
子
、
田
村
政
晴
▽
理
事
＝
大
場

尚
文
、
能
島
和
明
、
佐
藤
淳
一
、

○
橋
本
昌
彦
、
○
池
田
僊
雲
、
中

塚
仁
、
朴
澤
一
草
、
太
田
ゆ
り
子
、

高
橋
五
郎
、
牛
島
富
美
二
、
○
菅

原
鬨
也
、
鎌
田
宗
州
、
佐
々
木
光

一
、
金
成
有
造
（
河
北
新
報
社
）

　

任
期
満
了
と
な
っ
た
評
議
員
に

先
の
理
事
会
で
次
の
各
氏
を
新
た

に
推
薦
し
た
。（
○
印
は
新
任
）

　

吾
妻
篤
、
浅
井
元
義
、
安
住
英

之
、
阿
部
邦
利
、
飯
淵
健
一
、
桜

井
忠
彦
、
佐
藤
朱
希
、
志
賀
一
男
、

▽
監
事
＝
跡
部
高
染
、○
青
山
兟
、

○
片
倉
義
和
（
㈶
カ
メ
イ
社
会
教

育
振
興
財
団
事
務
局
長
）

早
坂
健
、
原
秀
一
、
及
川
茂
、
小

関
俊
夫
、
浅
野
治
志
、
○
近
藤
孝

則
、
本
間
潔
、
太
田
蓮
紅
、
工
藤

志
香
、
○
嵯
峨
大
拙
、
建
部
恭
子
、

浜
田
堂
光
、
門
間
翠
葉
、
草
刈
光

露
、
佐
々
木
静
月
、
丹
野
霞
園
、

西
村
一
紗
、
本
内
一
磯
、
姉
歯
け

い
子
、
稀
音
家
六
城
遊
、
今
野
善

夫
、
布
田
庸
子
、
○
宮
澤
寒
山
、

篠
原
城
人
、
徳
山
高
明
、
前
原
正

治
、
高
橋
厚
子
、
菊
地
南
美
、
菅

原
宗
玉
、
笹
川
義
信
、
○
永
井
優
、

○
鈴
木
紳
一
（
河
北
新
報
社
）

　

先
の
理
事
会
で
参
事
の
推
薦
が

あ
り
、
次
の
三
氏
に
理
事
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
。

　

渡
邊
つ
る
子
、
柏
原
眠
雨
、
髙

橋
吉
勝

承
認
さ
れ
た
新
役
員

新
評
議
員
40
人
を
推
薦

参
事
に
３
氏
を
推
薦

小山理事長を三選
平成22年度
定 期 総 会  公益法人化移行で説明
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河
北
新
報
社
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

白
河
以
北
一
山
百
文
と
蔑
ま
れ

た
東
北
の
経
済
、
文
化
の
豊
か
さ

を
復
権
す
る
た
め
に
、
一
力
健
治

郎
が
経
営
難
の
「
東
北
日
報
」
を

買
収
し
不
羈
独
立
の
精
神
で
「
河

北
」
と
改
め
、
明
治
三
十
年
一
月

創
刊
し
、
そ
の
理
念
を
つ
ら
ぬ
き

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

経
営
方
針
の
一
環
と
し
て

　

東
北
の
文
化
振
興
に
力
を
尽
く

し
、
河
北
美
術
展
を
は
じ
め
多
く

の
公
募
展
や
共
催
を
展
開
し
て
い

る
。五
十
九
回
目
を
む
か
え
た「
河

北
文
化
賞
」
は
東
北
の
各
方
面
に

わ
た
り
貢
献
の
あ
っ
た
団
体
や
個

人
を
表
彰
し
て
い
る
。
ま
た
宮
城

県
芸
術
協
会
と
は
創
立
時
よ
り
共

に
歩
み
続
け
て
い
る
。

　

地
域
に
密
着
し
た
取
材
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
掲

載
し
て
き
た
。「
植
物
人
間
」
で

は
介
護
す
る
立
場
と
そ
の
支
援
に

目
を
向
け
、「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

追
放
」
は
一
人
の
読
者
の
投
稿
を

機
に
そ
の
危
険
性
を
全
国
に
発
信

し
た
。

　
「
オ
リ
ザ
の
環
」
は
雲
南
省
、

ラ
オ
ス
、
ネ
パ
ー
ル
、
ア
フ
リ
カ

な
ど
各
国
を
現
地
取
材
し
、
米
作

を
取
り
ま
く
環
境
や
現
状
を
報
告

し
農
村
の
良
さ
を
訴
え
た
。
さ
ら

に
日
本
の
食
と
農
政
の
あ
り
方
を

思
考
し
国
政
に
働
き
か
け
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

　

開
か
れ
た
新
聞
社
を
目
指
し
、

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
育
む
努
力
を
し
て
い

る
。
役
立
つ
新
聞
情
報
を
簡
単
に

ネ
ッ
ト
か
ら
入
手
で
き
る
河
北
新

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
Ｋ
Ｄ
」ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト「
コ
ル
ネ
ッ
ト
」や「
ベ

ガ
モ
」「
ふ
ら
っ
と
」
の
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
豊
富
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　

東
北
新
時
代

　

東
北
新
幹
線
の
全
面
開
通
に
よ

る
利
便
性
と
、
自
動
車
産
業
の
誘

致
な
ど
に
よ
る
技
術
力
の
ア
ッ
プ

が
も
た
ら
す
地
域
の
活
性
化
を
仙

台
が
中
心
と
な
り
東
北
全
体
に
広

げ
て
い
き
た
い
。

　

東
北
の
新
時
代
を
目
指
し
提
言

す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
県
境
を

越
え
た
多
様
な
発
展
の
連
携
を
は

か
り
、
地
域
か
ら
も
の
を
考
え
る

力
に
な
る
の
が
新
聞
社
の
仕
事
で

あ
る
。

（
記
録
・
佐
藤
淑
子
）

　

県
芸
術
協
会
が
隔
年
ご
と
に
発

行
し
て
い
る
会
員
名
簿
の
平
成
二

十
二
年
度
版
が
、
六
月
三
十
日
付

で
発
行
さ
れ
る
。
前
号
で
個
人
情

報
保
護
の
た
め
住
所
や
電
話
番
号

の
掲
載
辞
退
の
人
は
芸
協
事
務
局

ま
で
申
し
出
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

た
と
こ
ろ
数
人
の
会
員
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
。
前
号
で
も
若
干
名
か

ら
申
し
出
が
あ
り
、
二
十
二
年
度

版
で
も
そ
れ
を
継
承
。
結
果
と
し

て
十
人
近
い
会
員
の
住
所
あ
る
い

は
電
話
番
号
が
空
欄
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
察
し
取
り

扱
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

喜
び
の
宮
城
県
芸
術
選
奨

　

平
成
二
十
一
年
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨
を
五
人
と
一
グ
ル
ー
プ
、
同
新
人
賞
一
人
が
受

賞
、
六
月
七
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
芸
協
会
員

は
芸
術
選
奨
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
ほ
か
の
受
賞
者
は
畠
山
信
行（
洋
画
）、清
岳
こ
う（
詩
）、

仙
台
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
器
楽
）、
絵
永
け
い
（
演
劇
）、
い
が
ら
し

み
き
お
（
メ
デ
ィ
ア
芸
術
）、
新
人
賞
は
梶
原
さ
い
子
（
短
歌
）
の
各
氏
で
あ
る
。

美術（七宝）
安藤令子氏

　

昭
和
三
十
二
年
生
ま
れ
。
平
成
七
年
か
ら

本
格
的
に
七
宝
工
芸
を
始
め
る
。
有
線
七
宝

の
モ
ダ
ン
な
色
調
と
ギ
ザ
線
の
作
り
出
す
リ

ズ
ム
感
が
特
徴
。
繊
細
で
格
調
高
く
造
形
感

覚
に
秀
で
て
い
る
。
芸
術
選
奨
新
人
賞
、
日

本
伝
統
工
芸
展
連
続
五
回
入
選
。蔵
王
町
在
住
。 　

春
夏
秋
冬
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ

る
自
然
に
感
動
し
て
作
品
化
し
て
い
る
。
な
か
で

も
昆
虫
の
か
み
き
り
虫
が
美
し
い
と
さ
え
感
じ
て

い
る
。
そ
こ
で
自
分
の
感
性
を
信
じ
つ
つ
、
自
然

豊
か
な
蔵
王
で
作
品
制
作
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　
七
宝
の
本
場
は
名
古
屋
だ
が
、
こ
こ
宮
城

で
素
晴
ら
し
い
師
に
会
え
た
こ
と
、
多
く
の

方
々
か
ら
一
か
ら
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
本
当
に
幸
せ
者
と
思
っ
て
い
る
。

感
性
を
信
じ
て
制
作

平
成
22
年
度
版
の

会
員
名
簿
を
発
行

「東北新時代」
―記念講演要旨―

河北新報社社長　　
 一力雅彦氏　
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平 成 21 年 度 事 業 報 告
　平成21年度は協会の創立45周年の節目の年であり、記念事業「芸術ふれあい広場Ⅲ」を行った。また、絵画部が中心
となり、45周年記念展「絵画部門 草創期の10人～第１回宮城県芸術祭選抜美術展審査員～」をカメイ記念展示館と共催
で実施した。

①宮城県芸術祭の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

開場式 9/25 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 55名 　
書道展 9/25～30 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ 2,716名 355点
工芸展 9/25～30 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 1,972名 67点
芸術ふれあい広場Ⅲ 9/27 せんだいメディアテ－ク１Ｆ ― 　
文学散歩 9/29～30 「北信濃路の文学紀行」 28名 　
絵画展 10/2～14 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ 6,225名 日本画 61点・洋画243点　　
華道展 10/2～7 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 3,735名 前期 32 後期32　　
彫刻展～彫刻部会員とその仲間展2009 ～ 10/2～7 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,685名 （会員）20点（仲間展）７点
写真展 10/2～7 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,563名 121点
茶会 10/11・18・25 輪王寺 993名 　
音楽会 10/17 仙台市青年文化センタ－ 486名 　
長唄演奏会 10/18 仙台市民会館小ホール 157名 　
文芸祭 10/31 東京ｴﾚｸﾄﾛﾝﾎｰﾙ宮城 72名
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 　― ― ＊1,500部発行　
絵画・書道展大河原展 10/22～25 仙南芸術文化センター 251名 日本画13洋画41書42
絵画・書道展登米展 11/12～16 登米市登米総合体育館 413名 日本画13洋画38書39
工芸展栗原展 11/7～10 栗原文化会館 141名 50点
写真展雄勝展 11/12～20 石巻市雄勝硯伝統産業会館 137名 64点
閉会式 11/24 ホテル仙台プラザ 210名 　

②芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

第14回杜の都大茶会 5/30～31 勾当台公園 7,841名
県民との美術交流・人物クロッキー 仙台市戦災復興記念館 60名
　　　　　　　　・ギャラリートーク 10/10 せんだいメディアテーク５・６F 35名
　　　　　　　　・絵画楽園 せんだいメディアテーク５・６F 20名
第16回石巻芸術文化祭・
みやぎミュージックフェスタin石巻

10/25 石巻市民会館 675名 ＊会員出演者5名

宮城の気鋭展 1/10～19 LBギャラリー 562名 24点
45周年記念展「絵画部門
草創期の10人～第１回宮城県芸術祭選抜美術展審査員～」

1/19～
2/28  カメイ記念展示館 1,624名

第30回音楽コンクールピアノ部門 ヤマハミュージック東北 （参加者）
・予選 2/21 カワイミュージックショップ仙台 99名
・本選 3/29 仙台市戦災復興記念館 35名

③国内及び国外との芸術文化の交流
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

東北・北海道交流書道展 6/3～7 東京エレクトロンホール宮城 325名 59点（内当協会17点）
日・韓国際交流「仙台・大邱交流音楽会」 6/21 仙台市青年文化センター 786名
宮城県・吉林省文化交流会 10/6  ホテルコムズ仙台 43名

④研修会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 備考

絵画部スケッチ研修会 5/16～17 秋田方面（象潟・鳥海山） 41名
講演会「東北の人～啄木と茂吉」　講師：小池 光 氏 5/24 仙台市福祉プラザ 160名
工芸・茶道部研修会 6/27～28 青森・弘前方面 21名
第37回研修旅行 7/5～11 中国（武陵源と馬王堆漢墓など） 15名
書道部研修会「仙台筆 -いま- 」　講師：大友 博興 氏 9/26 東京エレクトロンホール宮城 110名

⑤機関紙「はなやま」の発行
事　業　名 発行号数 発行日 発行部数 内     容

機関紙「はなやま」発行

180号 4/20

2,600部

・総会告知、新入会員紹介、各事業紹介等
181号 6/25 ・総会報告、平成20年度事業報告・収支決算、平成21年度事業計画案・収支予算案等報告等
182号 11/30 ・第46回宮城県芸術祭特集、45周年記念事業「芸術ふれあい広場Ⅲ」等各事業報告等
183号 １/20 ・第46回宮城県芸術祭事業・受賞者等報告等



平 成 22 年 6 月 30 日 は な や ま 第 185 号　�4

平 成 22 年 度 事 業 計 画
①宮城県芸術祭の開催

事 業 名 期　日 会　　　　場 事 業 概 要
開場式 9/24 せんだいメディアテ－ク５Ｆ テ－プカットにより開場式を行う。
絵画展 9/24～10/ 6 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ

会員に発表の場を提供するとともに、県民・
市民に対し芸術文化の鑑賞の機会を提供す
ることにより、宮城県における芸術文化の
振興発展を図る。
宮城県、仙台市、宮城県教育委員会、仙台
市教育委員会、河北新報社、財団法人宮城
県文化振興財団と共催。

華道展 9/24～29 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
彫刻展　～彫刻部会員とその仲間展2010 ～ 9/24～29 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
文学散歩 9/28～29 横手・角館・盛岡・花巻方面
写真展 10/1～6 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
書道展 10/8～13 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ
工芸展 10/8～13 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
茶会 10/10・17・24 輪王寺
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 ―
長唄演奏会 10/17 仙台市民会館小ホール
音楽会 10/26 仙台市青年文化センタ－
文芸祭 10/30 東京ｴﾚｸﾄﾛﾝﾎｰﾙ宮城会議室
写真展蔵王展 10/14～21 蔵王町ふるさと文化会館
写真展大和展 10/23～27 大和町まほろばホール 広く県民に鑑賞の機会を提供するため、県内各市

町において「絵画・書道展」、「写真展」を開催する。絵画・書道展東松島展 11/11～15 東松島市コミュニティセンター
閉会式 11/18 ホテルメトロポリタン仙台 各部受賞者を顕彰し、芸術祭を閉会する。

②芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 事 業 概 要

第15回杜の都大茶会 5/29～30 勾当台公園
県内の茶道愛好者及び広く一般県民に茶道
をアピールし、茶の湯文化の継承・発展に
寄与するため開催。河北新報社と共催。

県民との美術交流・人物クロッキー
　　　　　　　　・ギャラリートーク
　　　　　　　　・絵画楽園

10/2  東京エレクトロンホール宮城会議室 絵画を愛好する初心者から上級者までを対
象に、人物クロッキ－の指導と作品の鑑賞。
また、児童生徒を対象にした鑑賞会を行う。

10/2 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ
10/2 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ

みやぎミュ－ジックフェスタ in 角田 6/27 角田市市民センター
会員に発表の場を提供するとともに、地域
で活動する音楽家を支援し、地域に音楽鑑
賞の機会を提供する。

宮城の気鋭展 1/10～10 ＬＢギャラリー 宮城県芸術祭絵画展の受賞者及び受賞候補
者の作品を展示。

第２回絵画作品展 2/1～3/13 カメイ記念展示館
芸術協会に由来、または在籍者の絵画作品
展を開催し、広く県民に鑑賞いただく機会
とする。㈶カメイ社会教育振興財団と共催。

第31回音楽コンク－ル（ピアノ部門）
予選　2/20

仙台市戦災復興記念館 宮城県の小・中学校児童生徒の音楽的資質
向上に寄与するため開催する。本選　3/21

③国内及び国外との芸術文化の交流
事 業 名 期　日 会　　　　場 事 業 概 要

東北・北海道交流短詩型文芸・色紙作品展 6/1～6 札幌市資料館　ミニギャラリー
東北・北海道の芸術文化活動を高めるため
東北・北海道芸術文化団体協議会と共催し、
「交流短詩型文芸・色紙作品展」を開催。

日・韓国際交流「仙台・大邱交流書道・工芸展」 8/15～21 大邱文化芸術会館
当協会と韓国芸術文化団体総連合会大邱広
域市連合会との芸術文化の交流を図り、両
国の地域文化の向上に寄与する。

④研修会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 事 業 概 要

絵画部スケッチ研修会 5/15～16 八幡平及び岩手山山麓

会員に研修の機会を提供し、もって創作・
発表の活動に資するため実施する。

講演会「東北新時代」
河北新報社　代表取締役社長　一力雅彦氏

5/22（総会） せんだいメディアテ－ク

第38回研修旅行 11/21～26 ラオス・ベトナム方面
書道部研修会（演題　未定） 10/10 東京ｴﾚｸﾄﾛﾝﾎｰﾙ宮城会議室

⑤機関紙「はなやま」・会員名簿の発行
事業名 期　日 会　　　　場 事 業 概 要

機関紙「はなやま」発行 年４回 ― 会員への連絡等に資するため、機関紙「は
なやま」及び、「会員名簿」を発行する。

「会員名簿」発行 6月下旬 ―
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平成21年度収支計算総括表【決算】
（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

科　　　　　　　目 合 計 一般会計 芸術祭会計 内部取引消去
Ⅰ．事業活動収支の部　　　　　　　　１．事業活動収入 　 　 　 　

基本財産運用収入 40,000  40,000  0  0
入会金収入　　　 1,140,000  1,140,000  0  0
会費収入　　　　 23,910,000  23,910,000  0  0
負担金収入　　　 13,752,200  0  20,394,512  △ 6,642,312
事業収入　　　　 9,619,325  6,682,700  2,936,625  0
助成金収入　　　 1,040,000  740,000  300,000  0
寄付金収入　　　 150,000  0  150,000  0
雑収入　　　　　 279,999  144,999  135,000  0
事業活動収入計　 49,931,524  32,657,699  23,916,137  △ 6,642,312

２．事業活動支出　　 　 　 　 　
事業費支出　　　 35,756,821  18,482,996  23,916,137  △ 6,642,312
管理費支出　　　 12,085,215  12,085,215  0  0
事業活動支出計　 47,842,036  30,568,211  23,916,137  △ 6,642,312
事業活動収支差額 2,089,488  2,089,488  0  0

Ⅱ．投資活動収支の部　　　　　　　　１．投資活動収入 　 　 　 　
投資活動収入計　 0  0  0  0

２．投資活動支出　　 　 　 　 　
投資活動支出計　 0  0  0  0
投資活動収支差額 0  0  0  0

Ⅲ．財務活動収支の部　　　　　　　　１．財務活動収入 　 　 　 　
財務活動収入計　 0  0  0  0

２．財務活動支出　　 　 　 　 　
財務活動支出計　 0  0  0  0
財務活動収支差額 0  0  0  0

Ⅳ．予備費支出 　 0  0  0
当期収支差額　　 2,089,488  2,089,488  0  0
前期繰越収支差額 15,326,436  15,326,436  0  0
次期繰越収支差額 17,415,924  17,415,924  0  0

平成22年度収支予算総括表【予算】
（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

科　　　　　　　目 合 計 一般会計 芸術祭会計 内部取引消去
Ⅰ．事業活動収支の部　　　　　　　　１．事業活動収入 　 　 　 　

基本財産運用収入 40,000  40,000  0  0
入会金収入　　　 1,200,000  1,200,000  0  0
会費収入　　　　 23,640,000  23,640,000  0  0
負担金収入　　　 13,194,000  0  14,694,000  △ 1,500,000
事業収入　　　　 15,540,000  11,245,000  4,295,000  0
助成金収入　　　 250,000  250,000  0  0
寄付金収入　　　 240,000  0  240,000  0
雑収入　　　　　 310,000  150,000  160,000  0
事業活動収入計　 54,414,000  36,525,000  19,389,000  △ 1,500,000

２．事業活動支出　　 　 　 　 　
事業費支出　　　 36,164,500  18,275,500  19,389,000  △ 1,500,000
管理費支出　　　 17,850,000  17,850,000  0  0
事業活動支出計　 54,014,500  36,125,500  19,389,000  △ 1,500,000
事業活動収支差額 399,500  399,500  0  0

Ⅱ．投資活動収支の部　　　　　　　　１．投資活動収入 　 　 　 　
投資活動収入計　 0  0  0  0

２．投資活動支出　　 　 　 　 　
投資活動支出計　 177,480  177,480  0  0
投資活動収支差額 △ 177,480 △ 177,480 0  0

Ⅲ．財務活動収支の部　　　　　　　　１．財務活動収入 　 　 　 　
財務活動収入計　 0  0  0  0

２．財務活動支出　　 　 　 　 　
財務活動支出計　 0  0  0  0
財務活動収支差額 0  0  0  0

Ⅳ．予備費支出 17,637,944  17,637,944  0  0
当期収支差額　　 △ 17,415,924 △ 17,415,924 0  0
前期繰越収支差額 17,415,924  17,415,924  0  0
次期繰越収支差額 0  0  0  0
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東
北
・
北
海
道
交
流
短
詩
型
文

芸
色
紙
展
〝
風
土
を
詠
い
描
く
〟

が
六
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
札
幌

市
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会

は
六
月
二
日
、
会
期
中
の
来
場
者

は
五
百
十
人
だ
っ
た
。

　

県
芸
協
会
員
の
絵
画
十
五
点

に
、
短
詩
型
文
芸
が
コ
ラ
ボ
す
る

新
し
い
試
み
だ
っ
た
。

　

絵
画
部
門
の
出
品
者
は
原
秀

一
、
能
島
和
明
、
早
坂
貞
彦
、
大

場
尚
文
、
飯
淵
健
一
、
安
住
英
之
、

阿
部
邦
利
、
菊
地
義
彦
、
佐
藤
朱

希
、
跡
部
高
染
、
浅
井
元
義
、
志

賀
一
男
、
吾
妻
篤
、
小
山
喜
三
郎
、

桜
井
忠
彦
の
十
五
氏
。

　

文
芸
部
門
の
出
品
者
は
原
田
夏

子
、
篠
原
城
人
、
熊
谷
淑
子
、
柏

原
眠
雨
、
岩
﨑
洋
子
、
菅
原
鬨
也
、

高
野
ム
ツ
オ
、
坂
内
佳
禰
、
仁
多

見
千
絵
、
あ
き
た
じ
ゅ
ん
、
木
田

比
呂
朗
、
砂
東
英
美
子
、
牛
島
富

美
二
、
水
月
り
の
、
色
川
幸
子
の

十
五
氏
。

　

ま
た
、当
協
会
を
除
く
北
海
道
・

東
北
五
県
の
団
体
の
絵
画
九
十
二

点
、
短
詩
型
文
芸
百
二
点
も
展
示

さ
れ
た
。
好
評
を
博
し
て
山
形
巡

回
展
が
六
月
十
五
日
か
ら
七
月

十
二
日
ま
で
山
形
県
芸
文
美
術
館

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
十
五
回
杜
の
都
大
茶
会
は
五

月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
、

仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公
園
で

開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
午
後
か
ら

霧
雨
が
降
る
天
候
だ
っ
た
が
、
二

日
目
は
新
緑
が
映
え
る
晴
天
で
、

過
去
最
高
の
八
千
七
百
人
の
市
民

が
野
点
を
堪
能
し
た
。

　

初
日
は
煎
茶
文
雅
静
庵
流
、
石

州
清
水
流
、
玉
川
遠
州
流
、
江
戸

千
家
、
武
者
小
路
千
家
、
煎
茶
道

三
彩
流
、
裏
千
家

　

二
日
目
は
煎
茶
道
清
泉
幽
茗

流
、
遠
州
流
茶
道
、
大
日
本
茶
道

学
会
、
織
田
流
煎
茶
道
、
宗
徧
流
、

表
千
家

　

文
芸
部
主
催
の
文
芸
祭
は
平
成

二
十
二
年
十
月
三
十
日
（
土
）
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

六
〇
一
大
会
議
室
で
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
第

一
部
は
文
芸
賞
受
賞
者
の
作
品
発

表
。
第
二
部
は
「
言
葉
の
ク
ロ
ッ

キ
ー
」。
提
示
さ
れ
た
「
言
葉
」
を

限
定
さ
れ
た
時
間
内
で
絵
画
の
ク

ロ
ッ
キ
ー
の
よ
う
に
言
葉
を
綴
っ

て
い
く
企
画
。
好
評
に
つ
き
今
回

も
継
続
し
一
層
の
充
実
を
は
か
る
。

　

従
来
は
芸
協
文
芸
部
員
の
出
版

物
を
展
示
し
て
い
た
が
今
回
は
取

り
止
め
と
し
た
。

新　 入　 会　 員
部門 氏　　名 住　　　　　　　　所 電話番号

【彫刻部】板　持　　　彰 984-0814 仙台市若林区南染師町49－2　ライオンズガーデン新河原町211 211-6958
山　中　ミサ子 981-8001 仙台市泉区南光台東二丁目31－17 251-0568

【茶道部】
〈裏千家〉児 玉 宗 睦（睦子） 981-0902 仙台市青葉区北根三丁目6－28 271-6638
【音楽部】

〈長　唄〉杵　屋　彦道栄（白石道子） 981-8001 仙台市泉区南光台東二丁目15－25 251-3108

　
「
静
物
に
よ
る
空
間
の
表
現
―

渡
辺
雄
彦
展
」
が
六
月
一
日
か
ら

八
月
一
日
ま
で
仙
台
市
青
葉
区
五

橋
の
カ
メ
イ
五
橋
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
二
カ
月
に
及
ぶ
ロ
ン

グ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

渡
辺
さ
ん
は
県
芸
術
協
会
顧
問

の
ほ
か
河
北
美
術
展
顧
問
や
宮
城

教
育
大
学
名
誉
教
授
な
ど
に
就
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
展
特
選

を
二
度
受
賞
す
る
な
ど
静
物
画
の

名
手
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
、
今
回
の
特
別
展
で
は
日
展

や
日
洋
展
へ
の
入
選
作
、
出
品
作

を
中
心
に
宮
教
大
退
官
後
の
一
九

九
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
描
か

れ
た
作
品
を
展
示
し
た
。

　

空
間
表
現
の
構
成
に
軸
足
を
お

い
て
さ
ら
に
研
究
を
続
け
た
い
と

抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

絵
画
は
15
点
出
品

札
幌
で
短
詩
型
文
芸
色
紙
展

東北・北海道
交 流

新緑の下、野点を堪能
第　15　回
杜の都大茶会 記録上回る来場者

「
言
葉
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
」

10
月
30
日
に
文
芸
祭

「
渡
辺
雄
彦
展
」

８
月
１
日
ま
で
開
催

お手前を拝見し一服を楽しむ
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音
楽
部
長
唄
で
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
主
任
と
運
営
委
員
の
一
部

交
代
が
あ
っ
た
。

　

主
任
は
吉
住
小
と
わ
さ
ん
が
退

き
、杵
屋
和
加
喜
久
さ
ん
が
就
任
、

ま
た
運
営
委
員
の
杵
家
弥
島
さ
ん

が
辞
任
し
、
杵
家
弥
登
鈴
さ
ん
が

新
任
さ
れ
た
。

事

務

局

日

誌

会 

務 

報 

告

４
・
15　

監
事
会

○ 

平
成
21
年
度
業
務
内
容
及
び
一
般
会

計
、
宮
城
県
芸
術
祭
会
計
監
査

４
・
19　

理
事
会

○ 

平
成
21
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
に
つ
い
て

○
会
員
の
除
名
に
つ
い
て

○ 

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
参
事
の
委
嘱
に
つ
い
て

○
監
事
の
推
薦
に
つ
い
て

○
評
議
員
の
推
薦
に
つ
い
て

○ 

公
益
法
人
等
検
討
委
員
会
の
総
括
報

告
に
つ
い
て

○ 

宮
城
県
芸
術
祭
賞
の
彫
刻
部
門
に
菅

野
美
術
館
賞
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
５
・
22　

理
事
会

○ 

理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
任
理
事

の
互
選
に
つ
い
て

○
事
務
局
職
員
の
事
務
分
掌
に
つ
い
て

５
・
22　

平
成
22
年
度
総
会

○ 

平
成
21
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

○ 

平
成
22
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支

予
算
案
の
承
認
に
つ
い
て

○
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

○
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

５
・
24　

宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会

○ 
第
46
回
宮
城
県
芸
術
祭
（
事
業
報
告

と
決
算
）
に
つ
い
て

○ 

第
47
回
宮
城
県
芸
術
祭
役
員
（
案
）

に
つ
い
て

○ 

第
47
回
宮
城
県
芸
術
祭
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

○ 

第
47
回
宮
城
県
芸
術
祭
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

○ 

第
47
回
宮
城
県
芸
術
祭
授
賞
割
当
て

（
案
）
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
40
回
宮
城
書
芸
院
書
展

５
月
19
日
～
５
月
23
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
二
科
会
写
真
部
宮
城
支
部
展

６
月
26
日
～
６
月
30
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
蔵
王
写
生
会

７
月
２
日
～
７
月
７
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
45
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
美
術
展

７
月
９
日
～
７
月
14
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
56
回
全
国
公
募
図
南
書
道
展

７
月
15
日
～
７
月
18
日

宮
城
県
美
術
館

☆
第
28
回
日
本
新
工
芸
東
北
会
展

７
月
16
日
～
７
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
18
回
宮
城
独
立
美
術
展

７
月
16
日
～
７
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
46
回
書
禅
会
書
展

７
月
16
日
～
７
月
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
40
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

７
月
23
日
～
７
月
25
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
33
回
仙
台
の
四
季
を
描
く
絵
画
展

７
月
30
日
～
８
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
38
回
宮
城
野
書
道
展

７
月
30
日
～
８
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

玄
穹
社
社
中
展
併
催
第
３
回
玄
穹
社

学
生
展

８
月
６
日
～
８
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
57
回
河
北
書
道
展

８
月
12
日
～
８
月
17
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場
・
本
館
８

階
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム

☆
第
62
回
三
軌
会
展
東
北
展

８
月
13
日
～
８
月
18
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
尾
形
澄
神
書
展

８
月
13
日
～
８
月
18
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
35
回
宮
城
新
協
美
術
展

８
月
21
日
～
８
月
26
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆
第
46
回
宮
城
水
彩
展

８
月
20
日
～
８
月
25
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
49
回
新
洋
会
展

８
月
27
日
～
９
月
１
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
21
回
俳
人
協
会
東
北
俳
句
大
会
・

宮
城
大
会

８
月
29
日

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

☆
こ
こ
ろ
に
響
く
名
曲
の
調
べ

９
月
12
日

仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

☆
2010
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
35
回
公
演

　
「
鳴
砂
」

９
月
19
日
～
９
月
20
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆ 

歌
曲
の
た
の
し
み
～
三
塚
典
子
ソ
プ

ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

９
月
28
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

受
　
贈
　
書

「
風
の
中
」（
津
田
公
子
）
歌
集
「
生
く

る
日
」（
原
田
夏
子
）
歌
集
「
昼
顔
の

花
が
咲
き
ま
し
た
」（
佐
藤
慶
子
）
歌

集
「
家
族
の
息
吹
」（
川
田
永
子
）

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
65
回
春
の
院
展
入
選

　
（
日
本
画
）
大
泉
佐
代
子
、
毛
利
洋
子

◇
第
45
回
日
春
展
入
選

　
（
日
本
画
）安
住
小
百
合
、佐
藤
朱
希
、

菅
井
粂
子

◇
第
74
回
河
北
美
術
展

　
〈
日
本
画
〉
▽
東
北
放
送
賞
＝
深
村

宝
丘
▽
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
＝
佐
々
木

宏
美

　
〈
洋
画
〉
仙
台
市
教
育
委
員
会
賞
＝

岩
澤
誠
一
▽
東
北
放
送
賞
＝
阿
部
好
江

▽
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
＝
斎
藤
正
和
▽

藤
崎
賞
＝
鈴
木
千
津
▽
菅
野
廉
賞
＝
菅

原
さ
ち
子

　
〈
彫
刻
〉
▽
一
力
次
郎
賞
＝
山
中
ミ

サ
子

◇
第
24
回
日
本
煎
茶
工
芸
展
入
選

　

黄
檗
賞
＝
〈
工
芸
部
〉（
陶
芸
）
渡

邉
榮

◇
Ａ
．
Ｍ
．
Ｓ
．
Ｃ
．
ス
ペ
イ
ン
芸
術

顕
彰
章
メ
ダ
ル
贈
呈

　
（
洋
画
）
菅
原
慶
子

◇
ス
ペ
イ
ン
国
立
プ
ラ
ド
美
術
館
財
団

会
員
推
挙　

菅
原
慶
子

謹
　
　
弔

文
芸
部
（
短
歌
）　

梅
津
絢
子
殿

２
月
26
日

絵
画
部
（
日
本
画
）　

川
田
功
殿

４
月
５
日

音
楽
部
（
邦
楽
）

谷
内
喜
智
香
殿

５
月
17
日

文
芸
部
（
俳
句
）　

髙
橋
昭
子
殿

５
月
25
日

文
芸
部
（
川
柳
）　

若
山
大
介
殿

５
月
28
日

主
任
・
運
営
委
員
が
交
代

音
楽
部
長
唄
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大
き
い
声
で
は
言
え
な
い
が
、

め
っ
た
に
行
か
な
い
ス
ー
パ
ー
で

鶏
卵
の
安
い
の
に
驚
い
た
。
十
個

で
百
円
。
高
い
の
は
あ
る
。
だ
が

一
個
十
円
は
、
何
年
、
何
十
年
続

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
飼
料
代
や

人
件
費
な
ど
養
鶏
に
か
か
る
費
用

が
高
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
▼
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
が
蔓
延

し
牛
や
豚
十
八
万
頭
が
処
分
さ
れ

た
よ
う
だ
。
つ
ま
り
殺
さ
れ
地
中

に
埋
め
ら
れ
た
の
だ
。
捕
鯨
反
対

の
勢
力
が
あ
り
、
マ
グ
ロ
の
捕
り

過
ぎ
に
も
抗
議
の
声
。
熟
慮
す
れ

ば
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
い

ず
れ
も
人
間
中
心
の
行
為
。
生
か

す
も
殺
す
も
人
間
の
利
害
が
判
断

の
基
準
で
、
動
物
の
生
命
に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
な
ど
な
い
。
だ
が

地
球
上
に
は
六
十
億
を
超
す
人
が

お
り
、
自
然
環
境
や
政
治
形
態
で

貧
富
の
格
差
が
は
な
は
だ
し
い
▼

日
々
の
生
活
の
中
で
取
捨
選
択
に

迫
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。

目
の
前
の
利
益
に
目
を
奪
わ
れ
た

と
し
て
も
、
非
難
は
で
き
な
い
。

だ
が
一
歩
引
い
て
相
手
を
思
い
や

る
。
も
ち
ろ
ん
難
し
い
。
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
の
も
切
羽
詰
ま
っ

て
い
な
い
か
ら
か
。
　
　
　
（
純
）

　

平
成
二
十
二
年
度
の
第
三
十
八

回
研
修
旅
行
は
、
十
一
月
二
十
一

日
（
日
）
か
ら
十
一
月
二
十
六
日

（
金
）
ま
で
の
六
日
間
〝
世
界
遺

産
の
街
ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス
へ
の

旅
〟
に
決
ま
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
正
式
名
称
は
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
。
首
都
の

ハ
ノ
イ
は
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
歴

代
王
朝
の
首
都
と
し
て
繁
栄
し

た
。
市
街
地
区
に
は
ホ
ア
ン
キ
エ

ム
湖
、
一
柱
寺
、
文
廟
な
ど
の
名

所
旧
跡
が
多
い
。
ま
た
植
民
地
時

代
に
植
え
ら
れ
た
街
路
樹
が
う
っ

そ
う
と
茂
り
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
持
つ
。
ハ
ロ
ン
湾
は
石
灰
岩

よ
り
成
る
大
小
無
数
の
奇
形
の
島

が
散
在
し
、
一
九
九
四
年
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

の
北
西
部
に
位
置
す
る
ル
ア
ン
プ

ラ
バ
ン
は
、
メ
コ
ン
川
左
岸
の
河

港
都
市
。
一
九
四
五
年
ル
ア
ン
プ

ラ
バ
ン
王
が
ラ
オ
ス
全
土
の
独
立

を
宣
言
、
以
後
七
五
年
ラ
オ
ス
人

民
民
主
共
和
国
が
成
立
す
る
ま

で
ラ
オ
ス
王
国
の
王
都
で
あ
っ

た
。
王
都
と
し
て
の
長
い
歴
史
の

わ
り
に
小
さ
く
静
か
な
町
で
、
商

業
の
中
心
地
と
し
て
農
産
物
や
林

産
物
を
集
散
す
る
が
、
近
代
工
業

は
未
発
達
で
、
伝
統
的
な
漆
工
芸

や
金
銀
細
工
が
盛
ん
で
あ
る
。
町

の
中
心
部
近
く
に
あ
る
プ
ー
シ
ー

の
丘
に
は
黄
金
仏
を
は
じ
め
仏
教

寺
院
が
多
く
、
こ
の
丘
に
面
し
メ

コ
ン
川
を
背
に
旧
王
宮
が
あ
り
、

一
九
九
五
年
世
界
遺
産
に
登
録
。

　

今
回
は
中
国
を
少
し
離
れ
た
東

南
ア
ジ
ア
の
二
国
を
訪
ね
る
。

　
　
《
旅
程
》

　

◇
11
月
21
日
（
日
）

　

仙
台
空
港
13
：
30
ア
シ
ア
ナ
航

空
Ｏ
Ｚ
１
５
１
便
に
て
ソ
ウ
ル

へ
。
乗
り
継
ぎ
19
：
20
ア
シ
ア
ナ

航
空
Ｏ
Ｚ
７
３
３
便
で
ハ
ノ
イ

へ
。
22
：
10
到
着
後
ホ
テ
ル
へ
。

　

◇
11
月
22
日
（
月
）

　

世
界
遺
産
ハ
ロ
ン
湾
ク
ル
ー
ズ
。

陶
器
の
故
郷
バ
ッ
チ
ャ
ン
村
見
学
。

　

◇
11
月
23
日
（
火
）

　

ハ
ノ
イ
発
09
：
00
Ｖ
Ｎ
８
６
９

便
に
て
09
：
55
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン

到
着
。
そ
の
後
市
内
観
光
。
メ
コ

ン
川
ク
ル
ー
ズ
で
は
紙
漉
き
、
織

物
の
村
、
焼
物
の
村
を
見
学
。
夕

方
プ
ー
シ
ー
の
丘
へ
。

　

◇
11
月
24
日
（
水
）

　

専
用
バ
ス
で
托
鉢
の
風
景
、
王

宮
博
物
館
、
ク
ア
ン
シ
ー
の
滝
、

モ
ン
族
の
村
見
学
。
昼
食
後
ル
ア

ン
プ
ラ
バ
ン
14
：
45
Ｖ
Ｎ
８
６
８

便
に
て
15
：
35
ハ
ノ
イ
到
着
。
そ

の
後
ホ
テ
ル
へ
。

　

◇
11
月
25
日
（
木
）

　

出
発
ま
で
市
内
観
光
。一
柱
寺
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
、
文
廟
、
旧
市
街
、

水
上
人
形
劇
鑑
賞
、
夕
食
後
ハ
ノ

イ
発
23
：
20
Ｏ
Ｚ
７
３
４
便
で
ソ

ウ
ル
へ
。
機
内
泊
。

　

◇
11
月
26
日
（
金
）

　

ソ
ウ
ル
到
着
05
：
20
ソ
ウ
ル
発

10
：
20
Ｏ
Ｚ
１
５
２
便
。

仙
台
空
港
着
12
：
30
、
解
散
。

　
〈
ホ
テ
ル
〉

　

ハ
ノ
イ
：
フ
ォ
ー
チ
ュ
ナ
ホ
テ

ル
ハ
ノ
イ
、
ハ
ノ
イ
ホ
テ
ル
。

　

ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
：
マ
ノ
ラ
ッ

ク
ホ
テ
ル
。

　
《
参
加
要
項
》

会
費　

二
十
三
万
五
千
円

（
空
港
税
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、

航
空
保
険
料
込
）

定
員　

三
十
名
（
最
小
催
行
人
員

十
五
名
）

申
し
込
み　

芸
術
協
会
事
務
局
へ

十
月
二
十
日
ま
で
に
連
絡
。

℡
０
２
２
（
２
６
１
）
７
０
５
５

○ 

交
通
機
関
及
び
時
刻
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○ 

定
員
に
達
し
次
第
募
集
を
打
ち

き
り
ま
す
。

○ 

申
し
込
み
後
に
不
参
加
の
場
合

は
、
応
分
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

申
し
受
け
ま
す
。

世
界
遺
産
の
街
・
ラ
オ
ス
と
ベ
ト
ナ
ム

11
月
21
日

～
26
日

研
修
旅
行
の
参
加
者
募
集

ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
の
早
朝
托
鉢


